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S c h o o l  D a t a
◎ 1947（昭和 22）年に開校。
「考える力」「伝え合う力」「つなが
る力」を育み、「豊かな心と活力
をもって生きる生徒」の育成を目
指す。2009 年から「長善タイム」
を教育課程に位置付け、家庭学
習習慣と基礎学力の定着を図る。

校長◎小野塚正史先生　

生徒数◎ 247 人　　学級数◎ 9 学級（うち特別支援学級１）

所在地◎〒959-1265　新潟県燕市道金1095-1

TEL◎ 0256-64-2033

URL◎ http://www.tsubame-city.ed.jp/koike-j/

公開研究会◎未定

　

燕
市
立
小
池
中
学
校
で
は
、
６
時
限
目
が
終
わ
る

と
、
生
徒
の
声
で
教
室
が
に
わ
か
に
活
気
付
く
。
友

だ
ち
と
談
笑
し
な
が
ら
、
そ
の
日
の
授
業
で
使
っ
た

教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
を
全
て
机
の
上
に
う
ず

た
か
く
積
み
上
げ
て
い
く
（
写
真
）。
そ
し
て
、
５

分
後
に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
と
、
教
員
が
指
示
を
し
な

く
て
も
、
話
を
ぴ
た
り
と
や
め
、
机
に
向
か
い
教
科

書
な
ど
を
め
く
り
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
書
き
始
め
る
。

　

こ
れ
は
、毎
日
15
分
間
行
う
「
長
善
タ
イ
ム
」（
図

１
）だ
。
生
徒
が
１
日
の
授
業
を
振
り
返
り
、分
か
っ

た
こ
と
、
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
整
理
し
、
帰
宅

後
、
い
つ
、
何
を
学
習
す
る
の
か
を
決
め
て
、
教
科
・

内
容
・
教
材
・
時
間
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
む
。
１
年

生
で
は
計
画
を
立
て
る
の
に
10
分
間
程
掛
か
る
生
徒

も
い
る
が
、
２
・
３
年
生
の
大
半
は
５
分
間
程
で
計

画
を
終
え
、残
り
を
計
画
に
沿
っ
た
自
習
に
充
て
る
。

　

家
庭
学
習
の
内
容
は
、「
授
業
内
容
を
振
り
返
り

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
」「
漢
字
や
英
単
語
の
反
復
練

習
」
な
ど
、自
分
の
課
題
に
応
じ
て
自
由
に
決
め
る
。

理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
箇
所
は
、
そ
の
日
に
授
業

を
行
っ
た
全
学
級
を
巡
回
す
る
教
科
担
当
に
質
問
で

き
る
。「
皆
で
計
画
を
立
て
る
と
気
持
ち
が
落
ち
着

く
し
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
ス
ム
ー
ズ
に
勉
強
に
取

り
掛
か
れ
ま
す
」
と
生
徒
は
言
う
。

　

15
分
間
が
過
ぎ
た
ら
そ
の
ま
ま
学
活
を
行
い
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
１
日
が
終
わ
る
。
掃
除
の
時
間

を
昼
休
み
と
し
、
１
日
の
最
後
に
静
の
時
間
を
設
け

る
こ
と
で
、
学
校
生
活
に
動
と
静
の
メ
リ
ハ
リ
が
生

ま
れ
る
の
も
「
長
善
タ
イ
ム
」
の
良
さ
だ
と
、
研
究

主
任
の
君
正
人
先
生
は
話
す
。

　
「『
長
善
タ
イ
ム
』
は
、
１
日
の
最
初
に
行
う
朝
読

書
と
共
に
、
学
校
が
最
も
静
か
に
な
る
時
間
で
す
。

最
初
と
最
後
に
そ
う
し
た
時
間
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
校
全
体
の
落
ち
着
き
や
生
活
リ
ズ
ム
を
生
み

出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

下
校
前
15
分
間
の「
長
善
タ
イ
ム
」で

授
業
と
家
庭
学
習
の
連
動
を
強
化

新
潟
県　

燕
市
立
小
池
中
学
校

小
池
中
学
校
で
は
毎
日
、
授
業
終
了
後
の
15
分
間
を
使
い
、
生
徒
全
員
で
そ
の
日
の
授
業
の
振
り
返
り
と
、
家
庭
学
習

の
計
画
を
立
て
る
「
長
善
タ
イ
ム
」
を
行
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
を
始
め
て
６
年
、
家
庭
学
習
の
定
着
に
課
題
が
あ
っ

た
生
徒
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

学
校
事
例

2

＊プロフィールは 2014 年３月時点のものです

１
日
の
授
業
を
振
り
返
り

家
庭
学
習
の
計
画
を
立
て
る

◉
「
長
善
タ
イ
ム
」の
概
要
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「
長
善
タ
イ
ム
」
は
、
自
学
へ
の
意
識
を
高
め
、

授
業
と
家
庭
学
習
の
サ
イ
ク
ル
の
定
着
を
目
的
と

し
て
、
２
０
０
９
年
に
始
め
た
。「
長
善
」
の
名
は
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
こ
の
地
で
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
た
私
塾
「
長
善
館
」
に
ち
な
ん
だ
。
進

取
の
精
神
を
抱
い
て
越
後
か
ら
雄
飛
し
た
先
達
の
志

を
、
生
徒
に
受
け
継
い
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
は
、
同
校
の
長
年
の
課
題

だ
っ
た
。
同
校
が
08
年
度
に
行
っ
た
生
徒
の
意
識
調

査
で
は
、
生
徒
の
35
％
に
毎
日
家
で
学
習
を
す
る
習

慣
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
庭
学
習
の
進
め
方
を

指
導
し
、
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
09

年
度
に
は
16
％
ま
で
減
ら
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
10
年

度
の
調
査
で
は
「
計
画
を
立
て
て
い
な
い
」
生
徒
が

76
％
も
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
進
路
指
導

主
事
の
田
中
広
明
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
、
生
活
態
度
は
落
ち
着
い
て
い

る
半
面
、
の
ん
び
り
し
た
性
格
で
、
互
い
に
刺
激
し

合
い
な
が
ら
切
磋
琢
磨
す
る
意
識
が
希
薄
で
す
。
学

力
的
に
は
良
い
も
の
を
持
っ
て
い
て
も
、
自
分
で
計

画
を
立
て
て
実
行
す
る
の
が
苦
手
で
、
家
庭
学
習
は

目
標
の
２
時
間
に
届
か
な
い
状
況
で
し
た
」

　

当
時
の
教
頭
と
研
究
主
任
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣

が
定
着
し
な
い
の
は
、
学
校
の
授
業
と
家
庭
学
習
を

つ
な
ぐ
仕
組
み
が
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考
え

た
。
そ
し
て
、
先
進
校
の
視
察
を
重
ね
、
生
徒
を
家

庭
学
習
へ
導
く
方
法
と
し
て
考
案
し
た
の
が
「
長
善

タ
イ
ム
」
だ
。
導
入
前
年
に
赴
任
し
た
学
習
指
導
主

任
の
田
邉
澄
子
先
生
は
、

当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
家
庭
学
習
が
定
着
し

な
い
要
因
に
は
、
部
活

動
に
よ
る
疲
れ
以
上
に
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か

思
い
付
か
な
い
と
い
う

こ
と
が
大
き
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
計
画
を

立
て
、
自
学
に
取
り
掛

か
る
と
こ
ろ
ま
で
を
学

校
で
行
う
こ
と
で
、家
庭

学
校
で
学
習
内
容
を
考
え
て
お
け
ば

帰
宅
後
、ス
ム
ー
ズ
に
学
習
に
入
れ
る

◉
「
長
善
タ
イ
ム
」の
工
夫
①

燕
市
立
小
池
中
学
校　
校
長

小
野
塚
正
史　
お
の
づ
か
・
ま
さ
し  

「
将
来
の
自
己
実
現
に
向
け
た
学
力
が
身
に

付
く
『
充
実
し
た
学
び
の
場
』
が
あ
る
学

校
を
目
指
す
」

燕
市
立
小
池
中
学
校

田
邉
澄
子　
た
な
べ
・
す
み
こ 

学
習
指
導
主
任
。
国
語
科
担
当
。「
生
徒
に

と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
教
養
に
な

る
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
く
」

燕
市
立
小
池
中
学
校

君　
正
人　
き
み
・
ま
さ
と  

研
究
主
任
。
社
会
科
担
当
。「
生
徒
が
生
き

て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
授

業
を
心
掛
け
て
い
る
」

図１ 「長善タイム」の進め方

「長善タイム」の進め方を示したプリント。各教室にも模造紙
サイズで掲示してある　 ＊同校の資料をそのまま掲載

燕
市
立
小
池
中
学
校

田
中
広
明　
た
な
か
・
ひ
ろ
あ
き 

進
路
指
導
主
事
。
３
学
年
主
任
。
数
学
科

担
当
。「『
数
楽
』
で
柔
軟
な
発
想
を
。『
共

感
』
で
心
の
耕
し
を
」

写真　「長善タイム」の様子。家庭学習の計画は「18:10 ～ 18:30
社会　ノート復習」というように、具体的に立て、自主学習ノー
トに書き込む
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で
も
ス
ム
ー
ズ
に
学
習
に
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
研
究
主
任
の
提
案
を
受
け
て
始
め
ま
し
た
」

　
「
長
善
タ
イ
ム
」
は
全
校
体
制
で
指
導
に
当
た
る
。

５
教
科
の
教
員
は
、
そ
の
日
に
授
業
を
行
っ
た
全
て

の
学
級
を
回
り
、
生
徒
の
個
別
質
問
に
答
え
る
。
当

初
は
学
級
担
任
だ
け
が
指
導
し
て
い
た
が
、「
疑
問

点
は
持
ち
帰
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
日
の
う
ち
に
解

決
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
て
、
教
員
全
員
で

校
内
を
巡
回
す
る
方
法
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
音
楽

や
保
健
体
育
な
ど
の
実
技
教
科
の
担
当
教
員
は
、
各

学
級
の
様
子
を
見
な
が
ら
廊
下
を
巡
回
す
る
。

　
「
質
問
が
あ
る
生
徒
は
黙
っ
て
挙
手
を
し
て
待
つ

の
が
ル
ー
ル
な
の
で
、
発
言
が
苦
手
な
生
徒
に
と
っ

て
も
質
問
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
教
室
に
行
っ
た
時

に
た
く
さ
ん
手
が
挙
が
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す

が
、
質
問
が
多
い
箇
所
は
自
分
の
授
業
が
分
か
り
に

く
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
の
で
、
指
導
改
善

に
生
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
田
邉
先
生
）　

　
「
長
善
タ
イ
ム
」
の
短
時
間
で
、
授
業
の
振
り
返

り
が
し
っ
か
り
出
来
る
よ
う
に
、
授
業
も
工
夫
し
て

い
る
。
ど
の
教
科
で
も
、
毎
時
間
、
授
業
の
冒
頭
で

本
時
の
〝
め
あ
て
〞
を
明
確
に
し
、
最
後
の
５
分
間

で
〝
振
り
返
り
〞
を
す
る
。

　

振
り
返
り
の
方
法
は
教
員
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例

え
ば
、
２
年
生
の
数
学
で
は
、
Ａ
４
判
の
「
振
り
返

り
カ
ー
ド
」
に
、
授
業
の
理
解
度
、
集
中
度
を
そ
れ

ぞ
れ
４
段
階
で
自
己
評
価
し
、
更
に
出
来
た
こ
と
、

出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
「
一
言
感
想
」
と
し
て
短
く

記
入
さ
せ
る
（
図
２
）。「
図
形
の
性
質
の
調
べ
方
」

の
単
元
で
は
、「
図
形
は
得
意
な
の
で
今
の
と
こ
ろ

は
分
か
る
。
今
後
が
楽
し
み
」「
図
形
は
い
ろ
い
ろ

な
つ
な
が
り
が
深
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
、
生
徒
が
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
用
紙
の
裏
に
は
、
生
徒
が

見
通
し
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
単
元
ご
と

の
「
学
習
の
め
あ
て
」
が
一
覧
表
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
カ
ー
ド
を
見
る
と
、
数
学
が
得
意
な
生
徒
で
も

理
解
で
き
て
い
な
い
場
合
が
分
か
り
ま
す
。
気
に
な

る
生
徒
が
い
れ
ば
『
長
善
タ
イ
ム
』
で
巡
回
す
る
際

に
声
を
掛
け
、
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　
「
長
善
タ
イ
ム
」
は
、
生
徒
が
授
業
内
容
の
不
明

点
を
な
く
し
、
家
庭
学
習
の
計
画
を
立
て
る
だ
け
で

は
な
く
、
今
日
の
授
業
は
生
徒
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
か
っ
た
の
か
、
教
員
が
自
身
の
授
業
方
法
や
教
え

方
を
振
り
返
る
時
間
で
も
あ
る
。

　

こ
の
「
長
善
タ
イ
ム
」
は
、
小
池
中
学
校
発
の
取

り
組
み
と
し
て
、
今
で
は
燕
市
内
の
多
く
の
小
・
中

学
校
が
行
っ
て
い
る
。
方
法
は
各
校
の
実
態
に
応
じ

て
変
え
て
い
て
、
時
間
も
５
分
間
、
10
分
間
と
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
市
内
の
学
校
が
全
体
で
学
習
習
慣
の

定
着
と
質
の
向
上
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。

　

市
の
教
育
行
政
に
影
響
を
与
え
る
ま
で
に
な
っ
た

「
長
善
タ
イ
ム
」
だ
が
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
課
題

も
あ
っ
た
。
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
は
「
15
分
間
と
い
う

時
間
を
ど
の
よ
う
に
し
て
捻
出
す
る
か
」
だ
っ
た
。

朝
の
登
校
時
間
を
５
分
早
め
、
給
食
の
時
間
を
５
分

削
り
、部
活
動
を
５
分
遅
ら
せ
て
時
間
を
確
保
し
た
。

　

登
校
や
給
食
の
時
間
を
変
え
る
こ
と
に
対
し
て
は

異
論
も
あ
っ
た
が
、「
教
員
が
一
枚
岩
に
な
ら
な
け

れ
ば
学
校
は
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
当
時
の
教
頭
や

教
員
が
「
一
枚
岩
」に
な
っ
て

15
分
間
を
捻
出

◉
「
長
善
タ
イ
ム
」の
工
夫
③

＊立命館大の谷口忠
ただ

大
ひろ

准教授が考案したゲーム形式の書評合戦のこと。詳しくは右記ウェブサイト参照。http://www.bibliobattle.jp

毎
回
、授
業
の
最
後
に
振
り
返
り
を
し

授
業
の
理
解
度
を
把
握
さ
せ
る

◉
「
長
善
タ
イ
ム
」の
工
夫
②

図２ 数学の「振り返りカード」

数学の「振り返りカード」は、授業の理解度や集中度の他、挙手・板書は出来たかな
どを記入させる　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊同校の資料をそのまま掲載



15 ［中学版］2014 Vol .3

特集

学びの質を高める家庭学習指導

研
究
主
任
の
呼
び
掛
け
で
導
入
が
決
ま
っ
た
。
当
初

は
消
極
的
だ
っ
た
教
員
も
、
取
り
組
み
が
進
む
に
連

れ
、
生
徒
が
家
庭
学
習
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
様
子

を
見
て
、「
長
善
タ
イ
ム
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
だ
と
感
じ
始
め
た
と
い
う
。

　

生
徒
も
、
最
初
の
頃
こ
そ
「
長
善
タ
イ
ム
」
で
何

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
落
ち
着
か
な
い
雰

囲
気
も
あ
っ
た
が
、
１
、２
年
の
間
に
静
か
に
取
り

組
め
る
環
境
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　
「
６
時
限
目
終
了
後
の
15
分
間
と
、
時
間
を
固
定

し
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
授
業
が
終
わ
っ

た
ら
必
ず
『
長
善
タ
イ
ム
』
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い

る
の
で
、
生
徒
は
自
然
と
静
か
な
雰
囲
気
に
溶
け

込
め
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
６
時
限
目
が
終

わ
っ
た
ら
、
チ
ャ
イ
ム
を
待
た
ず
に
計
画
を
立
て
始

め
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
田
邉
先
生
）

　

ま
た
、
同
校
で
は
毎
学
期
に
相
談
週
間
を
設
け
、

１
人
10
〜
30
分
間
、
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
受
け
て

い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
教
員
が
生
徒
を
し
っ
か
り
見

て
い
る
こ
と
が
、
生
徒
に
安
心
感
、
教
員
へ
の
信

頼
感
を
生
み
、
校
内
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
「
長
善
タ
イ
ム
」
を
始
め
て
６
年
間
が
経
ち
、
取

り
組
み
の
成
果
は
デ
ー
タ
に
も
表
れ
て
い
る
。
校
内

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
家
庭
学
習
に
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
」
は
、
08
年
の
65
％
か
ら
14

年
に
は
90
％
ま
で
上
昇
。
ま
た
、
14
年
度
の
文
部
科

学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
「
復
習
を

し
て
い
る
か
」
の
項
目
は
、
全
国
平
均
50
・
４
％
に

対
し
て
同
校
は
72
・
４
％
、「
平
日
の
家
庭
学
習
時

間
が
１
時
間
以
上
の
生
徒
」
の
割
合
は
、
全
国
平
均

67
・
９
％
に
対
し
て
同
校
は
72
・
３
％
だ
っ
た
。
学

力
面
で
も
、
Ａ
問
題
・
Ｂ
問
題
共
に
全
国
平
均
を
上

回
り
、特
に
数
学
Ａ
は
８
・５
ポ
イ
ン
ト
、
数
学
Ｂ
は

７
・
０
ポ
イ
ン
ト
も
全
国
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
た
。

　

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
そ
の
１
つ
は
土
日
の
家
庭

学
習
だ
。「
長
善
タ
イ
ム
」
は
、
そ
の
日
の
授
業
の

振
り
返
り
を
基
に
学
習
計
画
を
立
て
る
た
め
、
週
末

の
家
庭
学
習
が
ど
う
し
て
も
手
薄
に
な
る
。
定
期
考

査
前
以
外
の
週
末
に
も
学
習
を
継
続
さ
せ
る
仕
組
み

が
必
要
だ
と
い
う
。
も
う
１
つ
は
成
績
上
位
層
へ
の

対
応
だ
と
、
小
野
塚
正
史
校
長
は
語
る
。

　
「
１
・
２
年
生
は
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
３
年
生
に
な
る
と
形
骸
化
し
て
、
特
に
上
位
層

は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
安
穏
と
し
て
し
ま
う
生
徒

が
目
立
ち
ま
す
。
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
が
出
来
た

ら
、
上
位
層
を
伸
ば
す
た
め
の
方
策
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
視
点
が
、『
長
善
タ
イ
ム
』
に
も
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、「
研
究
推
進
委
員
会
」
が
中

心
と
な
っ
て
、
教
職
員
全
員
で
14
年
度
内
に
具
体
案

を
見
い
だ
す
方
針
だ
。

　

ま
た
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
今

後
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
充
実
さ
せ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
、
学
習
習
慣
は
身
に
付
い
て
い

ま
す
が
、
学
習
意
欲
に
は
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

内
発
的
な
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育

が
切
り
札
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。高
校
卒
業
後
、

今
や
７
〜
８
割
の
生
徒
が
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学

し
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
高

校
調
べ
や
訪
問
、
職
場
体
験
学
習
を
実
施
す
る
も
の

の
、
そ
の
連
続
性
に
課
題
が
あ
り
、
4
、
5
年
後
の

自
分
を
思
い
描
く
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
本

校
の
生
徒
は
「
長
善
タ
イ
ム
」
に
よ
っ
て
ス
モ
ー
ル

ス
テ
ッ
プ
で
先
を
見
通
し
て
行
動
す
る
力
を
培
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
高
校
の
先
に
あ
る
大
学
や
専

門
学
校
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
将
来
に
見
通
し
を
持
つ
生
徒
が
増
え
て
い
く
と
共

に
、
成
績
上
位
層
を
中
心
に
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
喚
起

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
小
野
塚
校
長
）

学校マネジメント
小野塚校長が考える

　本校には経験豊富なベテラン教員が多く、生徒
のために何が必要かを常に考え、部活動も一緒に
汗を流す方ばかりです。生徒も素直に頑張るので、
それに触発され、教員ももっと頑張ろうという意
識を持てるところが本校の強みです。ただ、経験
豊富が故に、取り組みを大幅に変えたり、取り組
みそのものをやめたりすることに抵抗感が強いの
も事実です。時には大胆な改革も必要であること
を理解してもらい、スクラップ＆ビルドを進めて
いくことが、今後の私の役割だと考えています。

課
題
は
上
位
層
の
引
き
上
げ
と

将
来
を
見
据
え
た
学
ぶ
意
欲
の
喚
起

◉
成
果
と
課
題




